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                            Abstract 
   This study was focused on the every day feeling adjustment with makeup. The purpose of this study 
was clarified whether manicure had as influenced to be desirable for feeling adjustment. The analytical 
subject was 40 female university students (M=19.68years old,  SD=2.03). The index used Profile of Mood 
States (POMS). After using manicure, "Tension-Anxiety score", "Depression-Dejection score", "Anger-
Hostility score", "Fatigue score", "Confusion score" decreased significantly of Profile of Mood States 
(POMS) and "Vigor score" increased significantly of Profile of Mood States (POMS). 
   The result of this study indicated a fact it is possible to give positivefeeling adjustment affects on 
female university students through the using manicure.
Keywords  : makeup  behavior, feeling adjustment, manicure, female university student, Profile of Mood 
       States (POMS)
本研 究の 目的は,化 粧の 日常 的な感情調整作
用 に注 目 し,女 子学 生40名(平 均年 齢=19.68
歳SI)=2.03)を対 象 に,マ ニ キュアの もた
らす 感情調整作用 について検討することである.
マ ニ キュア使 用 前後 の 感情 の変化 をProfile
ofMoodStates(POMS)によって測定 した と
ころ,マ ニ キュアの使 用 に ともない,「緊張一
不安」「抑 うつ一 落 ち込み」「怒 り一敵 意」「疲労」
「混乱」が有意に低下し,「活気」が有意に上昇
することが明 らかとなった.
本研究の結果か ら,マニキュアの使用はリラ
クセーションに有用であると考えられた.
キーワー ド 化粧行動 感情調整作用,マ ニキュ
ァ,女 子大学生,ProfileofMood
States(POMS)
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工 は じめ に
化粧は,不快感情(ス トレス)緩和装置 とし
て機能する.
Zillmann1)によると,人 は不快な感情を最小
限にし,快の感情を最大限にしようとする.そ
して感情の鎮静化やス トレスの緩和 といった感
情の均衡を調整する作用を期待 して,様 々な行
動を行 う.そのような行動の1つが,化粧である.
化粧のなかでも,と りわけスキンケアを通 じ
て肌に触れることに,リ ラクセーションの効果
がある.
花輪ら2)は,成人女性を対象に生理的指標を
用いて化粧行動のス トレス緩和作用を検討 した
結果,マ ッサージを含むスキンケアにス トレス
緩和効果があることを報告している.阿部3)は,
社会生理心理学的立場から女性の化粧の効果に
ついて検討し,スキンケアには鎮静的な,メ イ
クアップには意欲の向上につながるような作用
があることを見出している.平松4)は,男女大
学生を対象にスキンケアのもたらす感情調整作
用について,主 観的感情状態の変化を質問紙法
により検討した結果,男 女とも朝ははずみの,
夕はやすらぎの感情をスキンケアによって得て
いることを報告している.
一方,顔料を塗抹する化粧であるメイクアッ
プについても,感情調整作用がある.
ポーラ化粧品本舗 ・ポーラ化成工業5)は,太
田母斑に悩む成人女性を対象に化粧を施した結
果,多 面的感情尺度の敵意や不安といったネガ
ティブな感情が減少 し,快適や親しみといった
ポジティブな感情が高まったことを報告してい
る.有川 ら6)は,アトピー性皮膚炎の女性患者
を対象に,化粧の効果を質問紙調査によって検
討 した結果,活 力が増加 したことを報告してい
る.豊増 ・原田7)は,中高年期女性を対象に化
粧の効果を質問紙調査によって検討 した結果,
緊張一不安,怒 り一敵意が減少 し,活気が増加
したことを報告 している.
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皿 問題 の所在 と目的
化粧は,自分自身の手によって行う日常的な
行動である.だが,先 行研究の多 くは,医学的
疾患がある女性を対象とし,さ らに化粧が日常
的な行動であるにもかかわらず,専 門家の技術
介入を前提としたマッサージやフルメイクアッ
プを用いて検討がされているため,知 見が限定
的である.そ のほかにも課題は残 る.
阿部8)は,肌に触れることでリラクセーショ
ンを導 くと指摘 している.す なわち,顔面への
顔料の塗抹である化粧は,その施術 において肌
に触れることが余儀なくされ,感 情調整作用が
肌に触れることによるものか,顔 料の塗抹によ
るものかを瞹昧にしている.
さらに,化粧のもたらす感情調整作用につい
て,余語9)は,専門家が化粧を施術する際に,
顔に触れたりしなが ら,被施術者に視覚的 ・触
覚 ・皮膚感覚的に自己を確認する過程を作 り出
し,言語的 ・非言語的相互作用を活発化させる
ことが情動を活性化させると指摘 している.し
たがって,化粧専門家の介入は,感情調整作用
が純粋に化粧によるものか,専 門家との言語的
コミュニケーションによるものかをも,曖 昧に
する.
そこで本研究は,化粧行動のなかでも専門家
の介入 を必要とせず肌への接触 も少ない,と り
わけ簡便なマニキュアを施すことによって,ス
トレス増減の変化や感情調整作用にどのような
影響があるのかを明らかにすることを目的とし
た.
特に今回は,化粧の日常性に注 目し,必要以
上の負荷 を研究協力者に与えることを避け,ま
た主観的感情状態の変化 を質的に検討するた
め,生 理的指標ではなく,気分測定尺度による
記録によって,そ の効果を検討 した.
従来のス トレスに関する研究では,一 般的に
調査前に研究協力者に対して外科手術のビデオ
映像2)や恐怖映画10)をみせ,操作 的に怒 りや恐
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怖を喚起 し,ストレス負荷 を与えることがある.
しかしなが ら,操作的に上昇させたス トレス
は,感情調整行動の実施にかかわらず,そ の要
因が取 り除かれた時点か ら下降をはじめること
が予測 される.
本研究は,化粧の日常的な感情調整作用に注
目していること,また研究協力者への身体的 ・
精神的負荷 を与えることへの倫理的配慮の観点
から,意図的なス トレス負荷を与えていない.
また,ス トレス増減を測定する指標 として,
一般的には血中コルチゾールやNK細胞活性を測
定する血液検査7)や唾液アミラーゼ測定する唾
液検査2),尿中 コルチゾール濃度や尿 中カテ
コールアミンを測定する尿検査11)などが用いら
れる.
Selyel2)によると,ス トレスとはあ らゆる要
求に対する体の非特異的反応である.そのため,
ス トレス反応に関連する中枢神経やホルモンの
変化を測定するために,生 理的指標が用いられ
ることが多い.し かしながら,生理的指標の測
定には,採取の困難さや研究協力者への苦痛 ・
負担,またバイオハザー ド上の問題などもある.
Lazarus13)やLazarus&Folkman14)は,スト
レスは情動 とい う大項 目の1つ の側面に過 ぎ
ず,ス トレスの生理的変化の測定から離れて情
動の測定に向かうべきと指摘する.す なわち,
ス トレス研究に対 して,量 的で生理学的な側面
だけではなく,質的で心理学的な側面へのアプ
ローチの必要性を主張する.
本研究においても,ス トレス反応を生理的反
応に限定せず,感情の変容を含めてス トレスを
とらえてお り,標本採取の困難さや研究協力者
への苦痛 ・負担の配慮から生理的指標の測定を
行っていない.
しかしながら,ス トレス変化の測定として生
理的指標 を用いる代わ りに気分測定尺度であ
る,ProfileofMoodStates(POMS)を指標
として用いた.
ProfileofMoodStates(POMS)とは,
McNairetal15)16)により人 間の情動 を気 分や感
情,情 緒 といった主観的側面か らアプ ローチす
るこ とを 目的に,1950年代終わ りか ら1960年代
初 め に か け,米 国 で 開 発 され た 「Tension-
Anxiety:T-A(緊張 一 不 安)」「Depression-
Dejection:11(抑うつ一 落ち込み)」「Anger-
Hostility:A-H(怒り一 敵意)」「Vigor:V(活
気)」「Fatigue:F(疲労)」「Confusion:C(混乱)」
の6つ の下位尺度か らなる65項目による,気 分
を評価 する質 問紙法の1つ であ る.
米 国で はPOMSの 利用 に際 して,米 国教 育
学 会(AERA),米 国心理学 会(APA),全 米
教 育 測定協 議 会(NCME)の3団 体 が,検 査
の実施者 は大学 な どで心理検査お よび測定 に関
す る科 目を履修 し卒業 したか,も しくはそれ と
同等 な教 育 ・訓練 を終 えているこ とが必要 とす
るLevelBに定 めてい る.
POMS日本語版 は横 山 ・荒記17)18)によって翻
訳 と信 頼性,妥 当性 の検証が行 われ,1994年の
発 行以来,精 神 障害の治療経過,職 場でのス ク
リーニ ング,運 動 や リラクセーシ ョン効果の評
価 測定 などで用い られている.
皿 対象 と方法
1)時期および研究協力者
2008年5月に,大阪の私立大学の学生を対象
に実施 した.
研究には,マニキュアの使用経験のある女子
学生40名(平均年齢=19.68歳,SD=2.03)が
協力 した.
2)方 法
すべての研究協力者が同一の講義室に集 ま
り,同時に研究を実施した.
実施場所は,150名収容可能な静かな講義室
を用意 した.環境は,室温20℃前後 湿度50%
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前後であり,研究協力者は席を空けて着座 した.
研究は,次 の手順で行った.
1)実施前に,排尿を済ませたことを確認 し,
研究の目的や個人が特定されることがない
ことを口頭で説明した.
2)注意事項の説明の後 ネイルカラーを8色
から,ト ップコー トを3色 のなかから,そ
れぞれ1つ を研究協力者が自由に選んだ.
3)ネイルカラーとトップコー トの選択後,5
分間の安静状態の後,POMSに回答を求め
た(マ ニキュア使用前).
4)研究実施者によってPOMS短縮版へ の回
答に不備がないことを確認後,研 究協力者
はそれぞれ,自身の手ですべての指にネイ
ルカラーとトップコー トを塗抹 した.
5)ネイルカラーと トップコー トか乾 くまでの
5分間,着座したまま安静状態を保った.
6)その後,POMSに回答を求めた(マニキュ
ア使用後).
7)研究実施者によってPOMSへの回答 に不
備がないことを確認後 退室 した.
化す る介入前後の気分や感情 の変化 を測定する
ことが可能であ る.
研 究協 力 者 のPOMSへ の 回答 は,マ ニ キュ
アの使用前後 に行い,提 示 された各項 目につい
て 「まった くな い(0)」 か ら 「非 常 にあ ては
まる(4)」 までの5段 階の いずれ か1つ を選
択 させた.採 点は,全 部の項 目が記入 された こ
とを確認後,5項 目ずつの各下位尺 度ご とに合
計得点(0～20)を 算 出 し分析 デー タとした.
POMS下位尺度 について,本 研 究における信
頼性 を確 認 す るため,内 的 一貫性 を推 定す る
Cronbachのa係数 を算 出 した ところ,「緊張一
不安」が0.80,「抑 うつ一落 ち込 み」が0.78,「怒
り一 敵意」が0.68,「活気」が0.88,「疲労」が0.88,
「混 乱」が0.59と,おお むね妥 当 な値 を示 して
お り,信 頼性のあるこ とが確認 された.
4)統 計処理
SPSS16.OJforWindowsを用 い,各 データの平
均値 を求め,差 の分布の正規性の検 定(Shapiro-
Wilk),対応 の あ るt検定 を行 い,危 険 率5%
未満 を有意水 準 とした.
3)記 録
用いたPOMSは,日本語訳の短縮版である.
POMS短縮版19)は,65項目版と同様の測定結果
を提供 しなが らも,項 目数を30に削減すること
により研究協力者の負担を軽減し,短時間で変
N結 果
マニキュア使用前後のPOMS下位尺度得点(平
均値,標 準偏差,t値)をTable1に,POMS下
位尺度得点の変化をグラフ化 したものをFigure1
Table1マニキュア使用前後のPOMS下位尺度得点の平均値 と標準偏差
BEFORE AFTER
M SD M SD t p
緊張一不安 7.58 4.90 4.20 3.78 4.79 ***
抑うつ一落ち込み 5.20 4.32 2.95 2.95 4.60 ***
怒り一敵意 .; 3.71 1.53 2.06 3.82 ***
活気 ., 4.98 11.13 5.54 一4 .31 ***
疲労 9.45 4.79 3.13 3.92 9.72 ***
混乱 8.65 3.93 5.50 3.64 5.81 ***
★★や く .001
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Figure1マニキュア使用前後のPOMS下位尺度得点の変化
に示す.
マ ニキュアの使用 前後 で,「緊張一 不安」 は
7.58から4.20と,「抑 うつ一 落 ち込み」 は5.20か
ら2.95と,「怒 り一 敵意」は3.48から1.53と,「疲
労」は9.45から3.13と,「混乱」は8.65から5.50と,
それぞれ0.1%水準で有意 に減少 した.ま た,「活
気」は8.41から11.13と,0.1%水準 で有意 に上
昇 した.
V考 察
マニキュア使用後には,POMS下位尺度得点
の 「緊張一不安」「抑 うつ一落ち込み」「怒 り一敵
意」「疲労」「混乱」の5つ の気分で有意に得点
が減少 し,「活気」で有意に得点が上昇 したこ
とから,リラックス状態を導けたと考えられる.
緊張および不安感である 「緊張一不安」や 自
信の喪失をともなった抑 うつ感である 「抑うつ
一落ち込み」が軽減するだけではなく,意欲や
活力の低下である 「疲労」や思考力の低下であ
る 「混乱」 といった自覚的な認識 ・思考障害が
軽減したことが示 された.そ して,元気さや躍
動感ないし活力の上昇である 「活気」の増加が
示 された.
以上により,マニキュアの使用にともない,
リラックス状態が反映された結果となった.
本研究で,「緊張一不安」「抑うつ一落ち込み」
「怒 り一敵意」が減少 し,「活気」が増加 した結
果は,ポ ーラ化粧品本舗 ・ポーラ化成工業5)や
有川ら6)の報告と一致するものである.
化粧のもたらす感情調整作用について,余語8)
や阿部10)は,化粧が施術されているあいだの専
門家 との対人相互作用や,肌 に触れることでの
マッサージ効果が感情調整作用に寄与 している
と指摘 していた.
しかしながら,本研究ではマニキュアの使用
は研究協力者自身が行い,専 門家が介入 してい
ないこと,またマニキュアはその顔料塗抹に顔
面への化粧ほど肌への接触が少ないことか ら,
対人相互作用やマッサージ効果 とは別に,感情
調整作用の源泉があると推察される,
Cashetal20)は,化粧と自己評価 との関係を検
討 し,化粧により自己の顔や全体的な容姿に対
する満足度が上昇すること報告している.
ユ1ユ
佛教大学教育学部学会紀要 第8号(2009年3月)
この こ とか ら,顔 や髪 に施す化粧 は鏡 を見 な
い と目に入 らない ものの,マ ニュキアは鏡 を通
さず直接 的に 目につ くため,気 分が高揚 し,ポ
ジティブな感情 を喚起 したと推察 される.
また,Lazarusetal21)は,ストレ 対処過程
にお ける 日常 的な気晴 らしと して,昼 寝 やコー
ヒーブ レイクの ような休養 を指摘 している.
このこ とか ら,マ ニキュアを使用す る時間が
休養 とな り,ス トレスが低減 した とも推察 され
る.
Wま とめ
マニキュア使用後で,「緊張一不安」「抑うつ
一 落ち込み」「怒 り一敵 意」「疲労」「混乱」の
POMS下位尺度得点が有意に低 くなり,「活気」
のPOMS下位尺度得点が有意に高 くな り,6
つの気分すべてに変化が認められた.
このことにより,マニキュアの使用はリラク
セーションに有用であると考えられた.
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